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抽出語句 合計数 上巻 中巻 下巻
子ども（供） 51 27 13 11
息子 50 16 22 12
娘 22 6 12 4
赤ん坊 4 0 3 1
乳児 2 0 2 0
幼児 1 0 1 0
御子 11 2 6 3
財産と子供 5 5 0 0
財産と息子 12 0 6 5
男の子 13 5 2 6
女の子 11 5 2 4
兄弟 16 6 4 6
姉妹 11 8 3 0
家族 14 3 7 4
父親（父） 26 4 19 3
母親（母） 30 12 11 7
両親（父母） 30 17 10 3
妻 79 35 28 16
夫 6 4 1 1
乳母 2 1 1 0
男 83 29 28 26











































































































































謝せよ （第 31 章 13 節）
人間たるものすべて己が両親にやさしくするよ





























 （第 93 章 9-10 節）
孤児について質問が出たら、こう答えるがよい、
みなし児にはできるだけよくしてやることが肝要 

































































しもなかった （第 19 章 13 節）
誦め、「汝の衆はこよなく有難いお方。筆を持つ
すべを教え給う。人間に未知なることを教え給う」

























































































力を有するものでなければならない （第 137 条）
この法廷成人年齢とは、シリアでは婚姻年齢とし

























































































































































































 2）  湯川武（1980）「コーランとハディースから見た
イスラームの教育観」『慶應義塾大学言語文化研究
所紀要』No.22, pp129-145.





































10） 第 19 章 14 節：親孝行な息子になった。なまい
きな、反抗的なところは少しもなかった。






























































は次の文献を参考にしている。Anis Freyha, A 
Dictionary of Modern Lebanese Proverbs, Beirut, 
1974.  Paul Lunde & Justin Wintle, A Dictionary 
of Arabic and Islamic Proverbs, London, Boston, 
Melbourne and Henley, 1984.  Riad Aziz Kassis, 
The Book of Proverbs and Arabic Proverbial 
Works, Leiden, 1999.
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